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芦生演習林の気象観測資料の解析(1 ) 
一事務所構内と長治谷の観測所の比較解析を1:1:1心にー

安藤 {言・登)毛久嗣・龍田 )11間z.. ) 11那辺三虫r)

Analysis of the Meteorological Data in Ashiu (1) 

-Compare the Observation Data of Jimusho at about 360 m 

and Chojidani at 640 m above sea level… 

Makoto ANDO， Hisatsugu NOBORIO， Junpei KUBOTA 

and Saburo KAWANAE犯

要

1 )京都大学照生損習林の 70年1mの気象観測資料から気j札湿度，降水盤，積笥の各工氏自に

ついて検討を行った。

2) 芦生観測所の気象は，最近 15年間の観測結果から年平均気溢 (9時)は 11.00C，真夏の

最高気視(極)は 340C，真冬の最低気綴(極)は-lO
o
C前後となり，年平均温度 (9時)は

83%，年降水議は 2370mm，降水臼数は 173EI，最大積笥深は 108crn，積雪日数は 88日となった。

京都市内に比べて， 年平均気嵐 (9fl寺) は 40C{)J;く， 変の議高気織は IOC，冬の最低気視は

50C低く，冬期の気揃の低下が著しかった。年降水識は 800mm以上多く，年降水iヨ数は1.5倍と

なり，綴皮は年聞を通じて 10%以上高くなり，ともに冬期にその悲が大きくなった。

3) 持主主観測所より海抜高が 277mi認し、長治主主観測所では，年平均気溢(10fl寺)は 20C，

夏の最高気瓶は 5
0

C， 認冬の最{正気b誌は 4oc {底かった。 冬期の降水盤は 50脚/月多くなり，

fド降水設は 400組織多かったο最大総雷深は 200cmを紹え，積雪日数は 40日多くなった。

4) 知生観測所と京都府下の京都気象台の各観測日Fiの観測結果を比較すると，尚生は年平均

気棋は低く， 年降水援は多く， 最大股雪深は大きかった。 15km離れた美山鋭iJ!IJ所より年平均気

協は 20C{.ほし年降水散は 400酬多く，最大積雪深は 70cm大きかった。

5)・芦生では降水議， 積雪などの気象観測鑑が銘常{践に迷することが多く， 特iこ延期の集中

豪雨に起臨する気象災容が多発した。

6) EJ~寺水盤 100 mm，総降水量 200mm以上となると，車道，林道，軌道では崩壊が起こり易

く，日降水域 200mm以上では由良川は危険水位となり， ;[詰路，建物，諸施設の被容は激甚となっ

た。努による被容はi設大i:t!1常深が 150cm以上， 積雪 100cmJ2U二の日数が 20EIを起えると建物や

道路の崩壊などの被害が現れはじめ， 特に 185cmを越え， 日数が 50Iヨ以上になると被容が大き

くなった。
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第 l設はじめに

自然を対象とする試験研究の場合，その調査結果を考察する上で気象データは必強不可欠なこ

とが多い。京都大学}資金政静林は大正 10年(1921)に設置され，現荘にいたる約 70年li立に林学，
林産工学をはじめ，多くの分野の研究者によって活用されてきた。椀慢林では設立当初より，気

象観測を日常識務のひとつとして続けてきた。そして，その結巣についてはとりまとめ，気象報

告1同 10)として発刊している。近年， 観測機器の多くが自動化， 精接f化され， またここ 20if.nl1. 
執筆者の…人が臨機観測にかかわることができた。そこで本報告では現在までの芦生演習林の気

象観測の総括として，協習林事務所構内と試験研究並びに学生実留の中心となる長治谷実習施設

の気象観測結果をもとに，照生の気象の概況について考察を加えることにした。まとめるにあ

たって，関連資料の収集と鞍理に協力していただいた多くの演習林職員と英山IsT教育委箆会，建

設水道，1:果に対し，記して感謝の窓を表す。

第 2輩観測地の概況と観測方法

jヨ生損背林(京都府jヒ議問郡美1111!lT芦主主)における気象観測の沿革!!)-¥7!を楽 1に，観測が行わ

れた間生わ111.長治谷観測所の{立間関係と地Jf;をl議1.r;g]2に示した。

j野生観測JD庁は事務所構内(海抜高 355-591 m)の下部にあり，暖帯落葉広葉樹林帯域に入る。

南東から流れる由良JII本械に:1ヒから内杉JIIが合流する谷間に位置し，南部とやや離れて商{filJははi

となり，建物群にも近い。中LIJ.長治谷観測所は事務所から北東に直線距離で約 5krn.海抜高は

それぞれ 627m. 640 mの溢帯溶葉広葉樹林帯域18>(i:入る。中Illt[制判所は東聞に流れるa良JII沿

いの181前畑わきで，南側はLLIが追っている。 長治谷観側所は東，調側は疎開した芝地である。こ

のように 3観測所ともに演習林内では比較的疎開した平培地であるが，太陽高度が抵い季節には

Il~j:亥IJによって周聞の山々に太陽光線が遮られることが多し、。

韻林設立後間もない大 14年に芦1:総決IJ

日1[.I昭和4年に中山焼損IJ所において気象観IJ¥lJが

始まった。邦生観測所は戦前は，構内建物の新

築に伴い，たびたび務転し，事務所わきの!日観

測所に設援されてから約 50年間はここで観測

が統けられた。 そして昭和 61年， 総合気象観

測装授の導入によって現観測所に移!転した。中

iJJfiJtiJllJ日rrは昭和 10年の実習施設の移転によっ

て. 21f後にj造的谷観測月rrに切り替えられた。

clJI1I. 長治:frでは職員が常駐してi昭和 33主1::12 

月までの約 30年間観測が続けられた。

模習林における観測方法はl昭和 3年(1928)

の演営林概要1勺こ記載されている「気象観測並

びに試象月報記1蹴方jに基づき，現従までその

)j1去に準じて行われてきたο すなわち観測項羽

は気焔， ilID.1丸 地il日LI潟水

>800 

??子千 km

1務l 気象観測所の位絞(その1)



議 1 'Fi生泌1桝本気象観測iom

火正

14. 1 !当役観測がr(~t締350 18' 東経1350 43' 海抜高357m) の観泌1)開始，ー凶観測(午前1011寺)

気J品，滋皮，1出湯，降水畿， Z雲銃，絞!努深，天気，維象，季節

1I日和

3. 1 嵐向及び風速の観測開始(狩生観測見~')

3. 9 淡苦手林の「気象観測立1i.びに気象月報記減方J改正

4. 5 中山観測jiJr(~と総350 2ぴ策総1350 46' 海抜高627m) の観測開始，一四観測(午前1011寺〉

気若草， il議皮，:!Iil協，降水;畿，風向及び風速，議滋，総滋;深，天気(，雑象，等主節

4 . 6 日Jt即時間の観測開始(r.t山観測所〉

6. 7 水蒸気の綴カの記載開始〈狩生， r.tlね観測j月Jf)

7 貯金観測所の移転(海抜高359m)

8. 1 蒸発;滋の観測開始(中山観測所〉

8.3 気圧の鋭部!)開始 o校生綴創.tl所)

9. 6 狩佐観測所の移転(海抜潟358m)

9 . 7 蒸発:批制限時間の綴iJltl開始 c間生観測百If)
10-13 中山，炎治谷付近，サワ谷，間ノ谷の気象綴iW)

11 森林と洪水との関係の研究(京都大学淡習林)

]2 戸生鋭測所の移転(海抜高363m)

12. 6 良治谷付近の滅容幸虫食(京都大学淡望号林)

12. 12 qJ山観測所の観測や11:，炎治谷綴決1)所(北線35020'東経135046'海抜高640m)の観測開始

18. 6 微車Is気候lこf%iする試験〈京都大学演習若林)

25. 8 台風の森林に及ぼす彩響とその対策(京都大学泌望号林)

28. 1 京都地方気象台において区内観測所の観測特刻を午前1011寺から午前91刷こ変更

28. 1 J当主主観測所に雨殻計の絞鼠〈京都府)

28 演潔**内の綴iM施設胤(狩~t，長治谷観測所〕

29. 9 北桑災怒誌発行(~ヒ桑災議総刊行会〕

30. 6 気象観測時刻そ午前 911寺〈…悶観測)に変更

32. 3 由良JlI水系地区水文調査報台数(京都府〉

33.12 炎治谷観測所の観測rl:IJ1:

38 線坂に溺滋計の投i際〈近磯地方建設局福知山工:[jl事務所)

39 戸生観測話rr~装地芝蝦り

40. 12 炎治務付近に溺議計の投資 CI刻i濁滋力)

51. 1 淡務林における観測滋EIの変更，共通鋭il¥1)項協は気温，淑J5r，降水滋，秘密深，天然，雑象

51. 1 気象綴1)11) (気泌， il震度，降水放)を自動化

54. 4 長治谷観測所において気温，綴皮，降水盤(自記記録百十)の鋭測湾側

56. i2 炎治谷において積索泌の観測再開(吉郎電源地苅超音波積雪深計)

59. 7 気象観測放びlこ気象月報記減法の…部改iE

59. 5 事務所機内において総合気象観測装訟による気潟，綴皮，降水鍛，獄努深，気茂の級制倒始

61. 1 芦~観測wiの移転 Ut紛350 18' 京総1350 43' 海抜高356m) 10分傍証IIJ定 9時;m事長

*)野生観測所の海抜高は現不正使われている地j加盟 (1/5000)を用いて補正した。

27 



28 

関2 気象観測所の位i夜(その 2) 

針生観測~Pfr
1 大正14:t:手一昭和7年(1925-1932) 
2 総和7年一 9年(1932…1934)
3 粗利9年一12年(1934…1937)
4 I協和12年一60年 0937-1985) 
5 昭和61年一 0986-) 

中山観測所

昭和4年一12年 (1929…1937)
長治谷観測所

昭和12年一33年 0937んゆ 1958)

l風向及び腰l迷，天気，封I~象，季節であり，その後，日間1時間，水蒸気の張力，蒸発議，気庄など

の羽詰が追加された。地上高約 1mの古楽結 (2母型)内で最高最低謀l援抗乾j援計による定安IJ

気磁，根j支，水蒸気の張力と，前日の最高気温，当日の最{段気温をiJiiJり，隣接地の地上高 0.2m 

lこ設置したトタン，耳目鉛あるいは銅製の雨致計によって前日の降水i設を測定した。冬期に

溶かして測定している。同時に鉄管地中主主駿，風向， J民i是認十，積窓測定杭によって， 深さ 0.3

mと1.2mのtÚ1~乱地上 5.6 mのJffill苅及び風速，樹蛍深をiJtIJり，悶測で譲監を 10段階で記録した。

日!即時間，蒸発掻， ~m:などの;項目については， ジ;3)レダン泊!tl試合L トタンあるいは銅製の蒸発

言|コ アネロイ1-"11育雨計などが用いられた。 これらの観測は午前 101l寺一1mの観測であり， さらに

13qJの天気と，雑象，生物季節などを記載した。観測u寺実IJは昭和 30年に午前 91l寺となり，現

も変わっていなし、。気品し観皮， 11年水識の測定には， 11併IJの弔い[1寺期から自記記銀~I・が導入さ

れているが， 実際の観測には使われていない。芦生禎腎林では昭和 50年 1月から新規の自記雨

殻討の設i置に伴い，降水設の測定{立設は地上高1.2mとなり，i鼠!支，溜a度についても自

を併用し， 1海水量，最高段低気慌の記載を 0-241l制JIJに改正した。またj河年には出稼林全体の脱

出IJ:項目の見直しによって，共通観測項目は気溢，111.度，降水盤，積雪i抵天気，雑象となった。

1173和田年にも観測法， 記載法が一部1改正容れ， 間年芦生観iJllJPJTでは総合気象観測装践による気

1品，湿度，降水量，積雪深，気誌の搬iJUJが始まった。白金iJllJil晶体温度合1'，毛髪混度計， ヒーター

付き転倒ます式Nii雪i設計， 超音波積雪深計， アネロイドl型世5気託}ぽ3王:沼淵3計計|卜， t;:にこよつてj損測H拘則iリl窓された?観~i測H却捌{I羽|リ山和値~Uは立，

6打打'}点怠製電:子式記録3計計1-で

機で l叩O分ζご‘との観j説糊日却服矧IJ引i封{髄i点立を打ちIl:lし， 統計処理する完全自動化が完成した。昭和 61年からこの総

合気象的HJliJ装置への切り持えによって，降水域のiJliJ定枕践は地 k高1.8m，気槻温度測定は可変

式書箱 (6サ型)によって切には地上高1.2m， 冬期には1.7mになったο このように}間生

協弘I林の気象搬出IJは現夜まで精力的に続けられてきたが，特に測定器具の誠述がi対安1/;であった閥

i!¥lJ開始JU1， ìì境I:I~I戦後の混乱JUJ，あるいは観測者の交代時には多くの欠損IJがみられることも実状で
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あるO

以上椀皆林の気象業務として行われてきた観測について述べたが，樹習林では過去から林内各

所で試験研究の目的から気象の義QiJliJが行われてきた。その内のひとつは昭和 9年から 13年にか

けてt:1:1LLj，長治谷付近，サワ谷，間ノ谷で行われた観iJliJである。ここでは気滋，限度，地協，降

水盤，諮土it天気などの測定が行われた。もうひとつは昭和 50年台からの林内微気象の観iJliJで
ある。長治谷観測所では昭和例年から気温，温度， [1年水路t(溶液製雨笥盤;計)の測定，日前1]56 

年より大型潟地を用いた無電源型超音波轍笥7業計による機密深の測定 (1ヨ4間観測)，第 20林班

地蔵峠では昭和 57年から 60年にかけて天然林内の気楓，湿度， [峰71<議，蒸発議，地鼠の測定，

第6林班i際収では昭和 60年からi昭和田年にかけて降水藤の測定削が行われた。 また樹腎林以外

でも， 京都大学林学教室主によって第 4 林班中/ツボ上調[~， 第四林班上幸子， 野田畑谷における気

滋，濃度，降水騒などの測定，第5林班幽fl1J機上部，第 16林班弥生谷， トヒノ谷の降水畿など

の測定，あるいは防災，その他の閥的から芦生観測所，機脱，長i台谷付近で京都府，建設省， [期

間潜力による降水盤の測定などが符われてきた。これらの測定は主に自記観測装践を用いて行わ

れたが，超音波犠雪深討ーによる積雪深の縦iJllJ以外はいずれも冬期の観測が欠如している。当地の

ような畿日本製のかつはi岳気象を把握するためには，特lこ冬期間の縦割IJは不可欠であるが，無人

のため，また霞i艇がないため，観測は盗難を櫨めている。

本文で、は演習林で行われた観測結果について解析し，その他のものを参考にした。なお気象用

務については山間肌:!l)日本放送協会仰を参考にした。

第3輩間生演習林の気象

3-1 事務所構内の気象

芦生i実現林の事務所構内の気象を概説するた

めに，声宝生観測所のi昭和 45年 12月から昭和

60 "ド 12月までの最近 15年間の観測値引~川5佐

用いて，気温，湿度， I海水盤，綴雷探の各項目

の検討を試みた。ここでは問機の測定方法で気

象観iJllJを行っている京都市内の演悶林本部試験

地(京都市左京区北白川[iE!分 1111) の観測

lIfl"，-1川:l)も比較のために示した。

イ) 気調とiJs!度
911寺観測の平均気祖，月最高，故低気婦の秘

棋の)~7.lIJ変化を図3に， 911与観測の平均詣u立と
日1交差め月511J変化をi盟4に示した。

では平均気焔は 1，2 J1に低く… 1oc 
前後となり 3月から 4月にかけての気組の上

昇が著しかった。 7，8月に 230C前後で段もお

くなり， 9 J1に入ると 200Cを割り， 11月にか

けて大きく気指は抵1ごした。本部試験地の{直と

比較すると，季節とは紙関係に 40C近く低い

値を示し， {I~平均気婦は本部試験地が 14.90C

であ q たのに対し，主では 11.00Cとなった。
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i註i合j支UA¥¥.(ま7，8 月[こi泣も I~ミく， 34
0

C前後と

なり， 1， 2 fJに抵く 10
0

CiIIi後となった。本部

試験地lこ比べ， 廷は去が小さく 1oCほと¥ 冬

は 40C近く低い{II立となった。

最{足気説は1， 2月に最も{まく-lO
oC前

後となり， 7， 8月lま140C前後であった。本部

試験地に比べ，夏は 30Cほど，冬は 5
0

C近く

低い{i査となった。

日較授は 4， 5月に 12-130Cと最も大きい

{誌となった。その他の月は 100C以下となり，

特に 12月から 2fi，jには 7-8
0
Cで，冬のiヨ絞

疫が小さかった。本部試験地の備と比べると，

4月から 8月は大きい髄となり 9月から 3J~ は小さくなった。また本部試験地では 4 ， 5月と，

ピークは小さいが 10，11月の年 2@j， []i校長が大きくなり，夏と冬の(践の授が小さく，芦生と

輿なった季節変化を治した。

観j交は 4，5月に 73%前後となり， L誌も{尽く，そのf変は 8月にやや{s";ドするが，上昇をあle(1， 

11月から 1)~には 90% 近い備となった。本部試験地と比較すると， その季節変化に違いはみら

れないが， 年rmを通じて 10%前後i高い舗となり， 冬にはその2をはさらに大きくなる傾向がみら

れた。年平均混度は本部試験地の 71%に対し 関投では 83%となった。

ロ) 降水量まとi湯水日数

問生観測所の月間水盤と日降水:滋 1mm以上の降水lヨ数の丹日IJ変化を凶 5に示した。

降水f設は冬の 1，2月，梅雨期の 6，7月，秋雨期の 9月に 200捌/月を組え，i最も少ない 4，

5月でも 150mm/月近い鑑となった。本部試験地に比べ，年間を通じて降水散が多く，特iこ冬期

には 100-200棚/丹の迷いがみられた。 その結果， 年降水謡:は本部試験地の 1508崩御に対し，

}ヨ伎では 2370蹴となった。

降7)<日数(ま 5月と 8月に 10日/月前後で比較的少なく， 12月から 3月lこは 15'"20 [] /月と

なり， 冬WJに特に多かった。;本部試験地では 6， 7月に 12日/月前後と最も多く， 冬WJを1:11心

に 101ヨ/月に満たない月が多かった。そ

の結W:，年降水iヨ数は本部試験地の 107日

に対 L，芦生では 1731ヨとなった。

ハ) 積京と積雪日数

jY生観測fifrの月最大脳雪誌をと程 1cm以

kのEl数のfJ'jJIJ変化をほ16に示した。

j叩1:でiま11J=Jから 4月 ま で 磁 をtU!iJliJ

し， jt立大在!i'当735は 1月から 3)1に 80-

100 cmで， 2 J'Hこi法大になることが多かっ

た。また矧iJliJJVmH15 iffmのシーズンを通

した最大積雪深は 50--199 Cll1となり，年

により変動が大きいが平均で 108CIl1で、あっ

た fl.'l吋日は 1，2 j::j(こ~~Ljl し 3 月には

やや減少し， シーズンIIJの積場u数は 45

--125 E:]， 平均で 88日となった。本部試
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験地のシーズンj設大積雪深は 15cm，般常日数は 81と!と

なり， 15・生とはi明らかな迷いがみられた。

陶C

30 

/d 
" ......' 

ぺ説
銭安ぞ

/~がふ
〆ぺ Y=0.968X-1.63 

J苅ぷ 何 0.994
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3…2 事務所機内と長治主主の観測舶の比較

長治谷線iJllJfifi'における気象観測が事務所構内の知生閥

抗IJ日Fiと平行して行われた昭和 12年 12月から昭和J33年

11月のデータ与をJljいて，熊f主，民的1:'tの気制， 降水盤，

iヨ数の比較を行った。蹴測期間中に第二次

世界大戦があり，特にj副会主主の観測に欠測が多し、。 平均

気槌，最高，1詰低気端，積安jj誌については月内の欠測が

3 FI以上の場合. 1経は欠測が生じた場合は集計から外すことにした。しかし積嘗，降雨の有

無が前後の天気の状態から務せられる場合にはその限りでなL、。また，この1m!こjifJ述のように蹴

IlliJ時刻lの変斑が行われた。平均気棋については午前 1011寺観測の昭和初年5月までのデータをnJ

い，その他の項目については昭和 33年 11月までのものを!刊し、た;))-:))，1:;)，1，)，20。

イ) xt描
長j合格観測1fTの平均気掃(lOIl寺) の

月平均献と，月最高，i則正気i，¥1lの極{誌を比較し

たのが悶 7，8.9である。

両観測所の平均気棋はi羽準を通じて相関が高

く， 長治谷は 20C前後低かった。

mJにやや大きく，冬mJに小さくなる傾向がみら

れた。縦割IJJUJI日]';1のJj別の平均船時)， IIlで比'Ii交す

ると， j笠生，政治主主ともに気iJ¥ilが品も低1ぐする

2 JCJに芦生で1.60C，長治谷で O.OoC，最もおく

なる 8月に 26.4oc， 24.20
Cとなり， 11':平均気品i

はそれぞれ 13.60C，11SCと， ともに長治主主が

2 oc iliJ後低い結果となった。

ji支高気婦は長治谷で 30CiT肝炎低くなり，

J~J に涯が大きく 4 QC， 冬期に 2"Cほど低い純

となった。月平均Int[15i，17jでは 8J:j!こ照生で

34.20C，長治谷で 29.4oc， 1 Jj !こは 9.60C，

7SCとなり，長治おはそれぞれ 50C，20C ほ

どf尽くなった。 また槌i.iJ!iJJ羽1M]'1 ，のII百平!J22年 8

月11Hにβ で39.00C，1乏j合谷で 35.5
0Cとな

り札， 11制矧IIIル刷liJ乱ポ泌測j立却別{り割IJ~史;史と上の極 {j飽jG自{在iを記録した 1.年ド!間i詰悶IJ の擬{舘i能1を g 
イT乍lド丈i均さ廿Jすると}消笥t生1:.で3例4

なつたο

1tえ低気品iiはjおお主主lが1::1討を.iillじて 2.5
0

Ci日後

段かったが，平均気品l，最高気棋に比べ低iSilll寺
にばらつきが大きかった。秋から存にかけては

Fi/l~のプiが気iMが抵いときも多くみられたが，

令休としては長治拡でぼく，冬には lOOC近く
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ば18 白色とi退治谷の絞i高気織の迷い
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}:¥')!， 

低いことがあった。雨観測砂?ともに年間]の最低

気温を記録するのは 12月から 3月で 2月の

ことが多かった。 g平均値は 2月には芦で-

11.0
0

C，長治谷で 14.7
0

C， 8月に 14.40C，

12.20Cとなり良治容はそれぞれ 40C， 20C 

ほど低くなった。また芦生では 11月頃から氷

点1ごとなり，その後 5カ月はマイナスを記録し，

5月に ooCをiMIJることは希であった。それに

対し，長治谷では 10月にマイナスになること

が多く， 5 J~ も氷点下となる年が多かった。髄1

iJliJJUJlI訪ねの槻{誌は間生で-19.5
0C，長治谷で

20.0oCを記鶴し，年間の機{泣を平均すると

i滋9 'ftぎ伎と長治谷の議低気織の途い で… 12.7
0

C，長治谷で一 16.2
0
Cとなった 15)・17FG

ロ) [降水議

芦生，長治お鋭部4所の月i滋水長まを比較したのが関 10である。

i海水長ぎは気温に比べると阿蹴iJliJfiJiの憾の制限jは{まく， }資生の月降水殻が 300mmを越える場合に

ばらつきが大きくなった。芦生の月i海水i誌が 100'"300 mmの範闘では， 長治主主では 30問Hii後多

くなった。 月別の平均鍛山.!';}. 2.1 iで比較すると， [1.年水:騒が少ない 5月と 8J~ は長治谷で 15 mm前後

多く， t梅雨期の 6 月 lこはお ~30mm多くなり 9 月から 4 月には 50 mm/月前後多くなった。縦

訓IJWl問中の年|海水滋は芦生で 1800'" 3100 mm，長治苓で 1800'" 3800 mm，句舶はそれぞれ

2450 mmと2821翻となり，長治谷では 400冊mm時く多かった。

ハ) 積雪深と積常日数

芦生， 長治谷観iJ!lJrfrの月最大積'諮慌の比較を[~111 に， シーズンt:jJのJ設大樹怒深と積雪 1cm以

上.の臼数の比較を閲 12に示した。

長治拡のH故大樹'翠深は 11J~ から U:l では芦生 50 crn Iこ対し 95crn， 100 crnにおjし180cm， 150 

cmにたjし270cm前後となり， 1.8 - 1.9 {告の積雪深となった。 2月から 4月にはj芳生 50crnに対し

135 cm， 100 cmに対し 210cm， 150 cmに対し 280cm前後となり， 尚生で謀雪のときには長治谷の

桜雪深は 2.5倍以上.となり， 平年で 2.1倍， 多いときには 2.0{告以ードとなった。 シーズンLjJの段

大積雪深は芦百三でも 100- 150 cmの場合が多く，

長治谷では 200""-'300叩に議し，絞雪が平年並

であれば;良治谷は約 2{告の積省深となった。績

は数は芦生で 50日以上の積雪'が観測される

if.には， 長治谷では 40日前後多くなり，

日数の多少による変化は小さいが，日数が地加 納

するにしたがってその去がやや小さくなる傾向 自
がみられた。

また蹴iJllJ期間中の集計~!tli. 17)，21 iから， J'奈生では

11 )~に積雪を記録することは希で，長治主主で

は多く， 11 月のj泣:大積雪m~の平均は内生で 4

Cll1， 1副会谷で 13cmとなった。 また降り初めの

闘の最大積雪深はj副会主?で約1.5H~'であった。

n般大槌'雪深は持~I::.，長治谷ともに 2 月にどー
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労主主の放火積雪雪深と綴竣臼数

関12 }!1生と長治谷のシーズン般大積怨深と
日数との関係

クになることが多く， シーズン最大様雪深は芦生で 190cm，長治谷で 315cmを記録し，平均では

それぞれ 107cm， 218 cmとなった。持生では 3月中に潔解けとなることが多く良治谷では努解

けは玉判手で 4月初旬となり，多い年には 4月lこ120cmの残雪が記錦された。シーズン

数は，最も長かった年には芦生で 1101ヨ，長治谷では 14913となり，平均でそれぞれ 78日， 115 

cm 
月五変大積雪深

Y=1.73X+25.1 
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3-3 線測植の検討

イ) 総合気象観測装置

知生観測所はi昭和 61年 i月 1[ヨから事務所わきの!日観測所から，構内閣制内の芝地に技指さ

れた新観測nrr(総合気象観測装誼)に切り静えられた CI~I 2 )。昭和 60年 12月から惣年 12月ま

で新|日 2カiWの観測所で平行して観測を行い，気i品，湿度， I潟水樹f雪深の各項自について比

較検討を行った1570

年間の日平均気温(911寺)， 日最高，最低気品l， 日平均混度 (9時)と日降水量， J~ 降水滋，

( 911却について両観測所の{肢を比較したのが関 13，14， 15， 16である。気j品，根!変に

ついては問中に月平均簡もあわせて示しているO

平均支払日は年IlkJを通じて新観iJ{lJ所の方がややi高く， 低温時に 2
0Cほど高く， 高司法11寺には授が

小さかった。 月平均気温でもほぼ問機の傾向がみられ，年間を通じて 1oC前後i高い備となった。

その結果， 年平均気潟は旧鋭前IJ所の1O.30Cに対し， 新観測所で 11.1oCとなり， 0.80C高い備と

なった。

1]1註高気協は新113観測所で低温11寺には差が小さく，高織11寺には新観測H折のガが 10Cほど低く

なった。 月平均でもほぼ{日l械の傾向がみられ， 8 J月3に|旧日部観i副削|リj仔所;で 2却9

なり， 2mこ11:]脱出IJ所で 2.1oC，新観測所で 2.00Cとなり，に若が大きくなった。

Eli財政京協はほ出11寺に去がなく ， r~~li即時に 2 0C 近く(尽くなった。 JJ 平均でもほぼ問機に 8

J~ に IEI~副iJIIJF9Tで 19.90C ， 新鋭iJllJrfrで‘ 18.00Cとなり， 2 filにIEJ線側所で… 5.50C， 新脱出IJiVrで

5.9QCとなり，廷に澄が大きくなった。
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HS]Z!令制度は年HiJを鴻じて新観測所の方がi向

く，多i!U[1l寺lこは珪が小さかったが， itlU立が低い

ときには 10%以 i二の逃いがみられた。 月平均

値は廷から冬には授が小さく，平手に新蹴担IJ所の

プjが 5% 前後ぷh~ 、 lfH(となった。均{誌は IEI観

測日rrで 80% (8月欠測)， 新ril!i.iJllJi折で 82%とな

り，ままは小さかった。

El降水:散は新観iJlll1Vrの方が多く， 約l.lf設と
なった。月降水越は 100.......300 mm/月の範1111で

は20mm前後多くなり， I海水肢が少ないときに

は授が小さく，多いときには大きくなった。そ

の結果，年降水量は新観測mのブJが 2，1')0mmほど

多くなった。

I~l最大積雪深は新鋭雌所の方が多く， 12)~ ， 

1 j=Jの桜安j訪問初めの頃は 0.......10 cmの差がみ

られ， 2 J=J以j滋は 10.......20 cm多くなった。シー

ズン最大筋常深は 3月にi日観測所で 117cm，新

観視1)日rrで 129cm， 4月に入ってそれぞれ 10cm， 

29 cmの残雪があり，寄解けはほとんと‘変わら

なかった。

このように新観測所は日平均気槌 (9n寺)は

年rHJを通じてやや高く，日最高，最低気組は，

反WJにはやや低くなり，日平均湿度(911寺)は

脊やや高L、舶をポした。降水1設は多くなり，大

r:ドjのときに売が大きくなり，楽はのF怒り

始めには設が小さいが，後半に多くなった。こ

れらの点については新IFI観測所の気象観測機器

の逃いを考践しなければならないが，微地形の

jfiiいに影響されることが大き L、すなわち雨矧

iW)j1Jj'は波線距離で 200mに満たないが，事務所

構内は狭いお間にあり， I日程QiJllJfrrは111麓林縁部

し，建物にili:い。それに対し，新観iJllJ所

は河Jlltこ近い抵地にあり，比較的疎開地である

が，冬烹の頃にはP~î.聞に位:躍する LLJによって

太閤は弔い時五IJから諮られ， ElJl抑制f1が少なく

なる。またお1mの1./:1央部に位:設するためJ!lll， ßI~ 
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関14 't生観iJllJfifrのilsl.伎の巡い

のj諮りj誌になることなどの地形的な控闘がこのような結果を導いたらのと考えられる。

ロ) 平均気温

総合気象観測を主躍による昭和 61年の l 年mJの観iJllJ値そ IIJ いて，芦LI~観測所において現在能わ

れている 911寺観測気温と， iffi/n~. よく IIJ ~、られるいくつかの平均気損との比較を行った。ここでは

椀狩材で昭和初年まで}討し 1られた 1011寺観IJ!lJ気i1ui.気象台で用いられてきた日 411]1， F:I 81引の平

均気掛，地域安1象観測などでJIlいられてきた日最高， ii討lt気棋の平均lPU""を取り jメグfこ。ぞれぞ



れ 91l寺観測気掘との関係を関 17に

平均気慌の月平均値を|司時に示した。

1011寺臨iJllJ気織は 91l寺観測のものに比べて年

閉そ通じて ISC前後高く， 低説Il寺にやや殺が

大きくなったο134問，自 81目の平均気温，品

設抵気温の平均値はこの 3者の閉で各蹴1J'r

段階で大きな速いはみられないが，最高，段低

気説の平均値がややi渇く. 1:14矧ゴ 81況の平

均気棋のmriに抵い{めとなった。 91l寺観出IJのもの

に比べて， これらの平均気協は低溢n寺には澄が

小さく認描Il寺には 2oC filJ後記iくなった。 そ

れぞれの日平均気協から求めた丹平均気婦は故

も気視が低下した 1月には. 10 時観測気品>

E:l段高，最低気磁の平均ff色日 81m平均気温，

1.:14間平均気j品>911寺矧iJ!lJ気説となり. 10 Il寺

観測気焔と 9 1l寺観測l気協の蹴度涜は1.6T であった。また政j~ 、値となった 8 月には 1011寺長Jt iJ!lJ気

温>9 n寺観測気温>1ヨ段高. 11訟を低気温の平均値〉日 4間平均気品1t>1ヨ8部平均気illltとなり. 10 

Il寺観測気温と 138田平均気協の拠!交差は 3.30Cで， J認;廷に・が大きくなった。年平均気棋は 9時

観iJtlJxtilul.が 11.20Cであるのに対し. 10時観測では ISC く， 日4@]. 日8 の平均気織はそ

れぞれ 0.90Cと1.00C{.尽く，最高，最眠気拡の平均値は O.TC低くなった。

3-4 ~苦労ミの気象

このように間生観測所の近年の観測結果から，年平均気組(9 n寺)は 11.OOC. 日81班の平均気

温ではさらに 1oC低いと考えられ，真夏のi設i弱気品l(綴) (ま 34
0

C. }~冬の最低気j凶作車)は

100C前後となり. :il::平均j純 度 (911寺)は 83%. :íl~降水は 2370 mm. 降水日数は 173El.設大崎

108 cm. 積 1ニi数は 88日となった。

京都市内の本部試験i自に比べて年間を通じて 40Cほど低い気jAiとなり，容は試婦のj二科が許

しく. 4， 5月には-EIの気棋の変化が大きく最もilil:織した季節となる。夏にはEII:11の気姻は市
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内とそれほど来はみられないが， 初jタは低下する。実際， 1ill iJ!iJJUJI日jrj:Jに気配Lが 30
0

Cを越える真

夏日は本部試験i設で 57El， 芦生で 30[=1， 段低気JJ4が 25T以上の熱，!??夜は本部試験地で 5E1. 
内生では希であった。 j~~れでは 9 月に入り気配Lの{llFが大きくなり， IJ較は小さくなるO 冬の

冷え込みは!被しく， 日1¥1の気協の上界は小さく， 一iヨの気婦が ooCを超えない真冬日も 7日ほ

どとなった。また， このIl寺JUlは問ヰさを.iillじて日絞が最も小さく j現役ーが高い季節である。

降JKtlt降水I=J数は， ili内と比べて年11討を通じて多く特に冬JUjにその去が大きくなる。 i海水日

数は， 1泣も少ない 5JcJと8月lこnの見， 1， 2月は%となる。その結果，主1::降水哉はnwすより 800

mm以上多く i海水El数は1.5倍となる。

芦':Eの気象を特数づける大きな怒楽は冬の雪である。初常は'ÍI~によって)\きく異なるが， 11 

Fj 20 H過ぎに記録され，常!qi((1は3月下旬となるO j設大積雪深は 1mを担え 2mに近づくこ

ともある。 K~J 3カFJIBn士吉正L:.は雪に1;J:jぎされる iレル。

長治谷の気象は， j守f生に比べ平均気iJAで 20C低くなり，真夏の最高気温は 5T，真冬の段低

気品rUまばらつきが大きいが 4 0C ほどiL~ く， 10 月から 5月にかけて氷点下となることが多L、。そ

の結栄 IJ~疫授は廷はj校生で大きくなり，冬はL~i白谷で大きくなった。

降水は長治符は間季を通じて多く，秋から冬にかけて月降水ま 200mmを雌え，この11寺閣は

間生より 50mm/月前後多くなる。 問1]ミのJ=J降水肢が 300mm以上となる場合には炎治おの組出IHil¥(
との相関が{ぽくなり， このような大雨時には降雨の地主主的な偏りが大きいことが伺える。

は半年で 200cm以上となり， )労労:の積雪深の約 2{告となるが，その比本

きやや高く，多t専のときには砥くなる。

EI数はの多少にi句らず 40日rJil後多く， 12 

月から 4 月初めの 4 カ J~ が績を;JUJ 1111とな

るlか 1720

次にこのような院生の気象と京都府の気象

の巡いについて検討を行った。ここでは昭和1

60 年から 62年の間生観測i9i' (総合気象観測

と京都地方気象台の各鋭部IJffrの年平均

気品(日 81豆|平均)と年降水肢の比較を|苅

18に， 31:1ミ1M]のシーズン最大紋勾i宋をほ119

になミしたiお訓?

京都府の気象台，得矧扱IJ日Frの観測般のr"j-Iで，

年平均気温は京都気象台のものが最も向く

15.5
0C，続いて北部日本海沿岸のrm人， fl(~部

のED辺となり，低いのは内部部の芙ILI，1羽部

で 12.7-.... 12.8
0Cであった。年降水散は京都

のrjlt"i15から禍部では 1500mm前後あるいはそ

れ以1ζとなり，北部では宵i;l~がややilJ: ~、もの

の 1500-... 1800 mmとなり，来LiJが最も多く

1761 mmで‘あった。降水位と隙雪のiJIIJ定だけ

をh'ーっているIIJ1hJJ{'}波， 三岳， ，Ii文)諮問，綾部，

三f[]， fllj、11， ~rljJI ， s;tJヒ，LミI;'i'i]h(のおデー

タルとも比較してみると， 美LLIより jlfid<11lが

多かったのは111禁LL/!'h弘政問|ぷjで，それぞれ

36 
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{自町i早IIGO{ft
9 日I1F
11 Gi:1ド

京都，舞鶴気象台，府下地域鋭nliJrJrと邦生観
測丹rrのシーズン放火積雪深

*吉年111丹波 (1十1m日約L!IIIfT:'ね花LLI j峰山中学校)

1次i議|勾(綴mlf行者k!滋j話j関I大浴 主主苅)1行i縫協E組上林支所)

手IJ まII(紛1HNI狗知IJlJr本町1t 平時刻}巡主主総長派山形~.)
3;t 北 u仁義さ日3泌淡~tJUT比政鉱 山限緩急~'ê;む:f:f ïîlí)
iえ附担fr(災!湖Jinli夫事114γlヨ2務 1 i造閥次ffillljl坊本総)
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1768， 1968 mmであった。 内生ではこの 3

聞の年平均気jlAは1O.90C，I，f.降水量は 2152

mmとなり， 'S'(¥iHlL (.まi{えも低く，降水位は多かっ

た。またi直線距離で践に 151un余り離れたi可
じ美山町内の英111観樹所(海抜高 200 m) 

に比べ， 年平均気焔は 2
0

Cほく， 年降水量

は400mm近く多かった。

は，南部では 10cm以下のこと

が多く，内陸部では松屋間がやや多く 50cm 

ljii後となったが 20--30 cmのところが多かっ

た。 北部では1m人， III斜I1丹波で 3:q:qifJ 1こそれ

ぞれ 80，85 cmを記鍛し自体でど!Ocm，抑制

で 30CllI前後であった。 間では 3 間の最

大積雪深は平均で 90cm を紐え，美IlJ~時 iJllJ所

より 70cm多く， lIi'ifr161 年には 129cmとなっ

て 100cm以上の差があった。

このように京都1ftて‘は，現在LIJIlr気象のtdll
iJllJを行っている地点が他にないため， )白下で観測が継続して行われているtdlliJllJs号の仁11では，問主E
は平均気協は最も{認し降水量，積雲;深ともに大きな純となった。また一般に気温の低減本(温

度の浜法{樹立) は 100mにつき 0.5--0.6OCと言われているヘ美11J， 長i合谷till.!iJliJi訴では間生観
測j所と海抜まがそれぞれ約 160m， 280 mであったが， 気iAt楚は 2oC j背後となった。 3制l脳
所のi由形，周到環境の迎い，とりわけ冬閣の降水議，積雪の迷いが強く;忠勝し，それ以上の涯と

なって現れたものとj忍われる。

員r~ 4 i自習林の気象災

4… J f去っ:抑留林における災害と災容器113

f芳生i諮問林の気象観測史上lこ残る災害の，おもな観iJliJ1肢と被害の程度について表2に示した。

この集計は，当時の災害報告書，詩集，災害iUl!:1工事関係者t1a!，111恥などがjきになっている。こ

こでは比較的資料が多い，主に戦後の災害について記載した。

jこおけるいままでに報告されている気象災擦は網， J.弧予需によるものである。災害を引き

起こす耐については台風などの大部，地域， I時間的に集中した議附，長雨， f立雪Wlや話1:でつけ剖の í~m

などl三分けられるo雪についても， シーズンそ通した大宮， ~\i ll 寺11\1の椴哲，あるいは綴った春先

どによって，災課は嫌々な形で発生している。風については樹首林では観iJliJ結果が住って

いないため不明な点が多L、G このような災のIjJで，記録に残るものはそのほとんどが!肢をwっ

たん雨，変雨によるもので九嵐などがは読の服|志!となるものは極めて少ないと!記われる。

f=;・生の気象災害は，大闘によって山良川慌が流失するか危険水位となるとき，司王道，林道，軌

よ立で崩壊が生じるとき，建物やその他の施設などに;皮百が1隠れるときの 3つに大日IJされる。山良

川怖が流失，危険;]<.位となるときにはili道，林道， il洗濯で:は多くの随所で崩壊が生じ，林内の儲

ゴミの流九 ill物やその{虫の純設などの被も多い。可L;乱林道，軌道の崩壊は， 7(1札長誌も A
'九加tiflJ本によるものなどj京12gは段々であるが，やはり闘によるものが多いと考えられる。建物

やその他の胞設の被設は単独では報合例は少ない。続押林内にはこのような純設が少ないことが
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談2 戸生波紋林のj，:望号気象災~一覧者受

被袋の税~年(回終)月日災復の綴綴 おもな気象観測値

i昭和
20 (1915) 10. 9 水容 炎治谷総111f.71'<f設 177mm

(10.7-10)，戸生欠測

21 (919) 7 . 29 71<議戸降水盤 350mm
(へスター台風) 1時間降水隊関mm(1l-12h) 

(7.29) 50mm C12-17h) 
総降水盤 550m田(7.28-8.1)
長治谷欠航4

失

梁

'

樹

、

山

分

級

制

問

流

橋

域

妙

い

山

部

以

十

災

橋

絞

樹

土

日

大

'

谷

桟

架

巡

の

円

い

い

の

線

治

道

内

軌

滋

所

設

防

災

軌

林

び

歩

カ

施

水

子

め

及

'

閃

く

後

家

野

じ

巡

巡

れ

除

'

ヱ

小

は

議

軌

崩

を

機

加

を

'

'

山

所

間

山

材

綴

織

出

巡

'

務

出

失

氷

総

決

杉

拙

山

市

以

上

事

流

流

'

般

の

内

て

'

以

の

渡

所

所

根

路

'

ベ

所

所

内

家

滋

務

躍

水

橋

す

カ

カ

機

'

発

楽

の

府

川

所

幻

叩

所

機

'

旧

相

暗

筒

良

カ

出

ω務
破

線

住

役

発

等

尚

げ

流

終

戦

が

3

戸
線

日間
泊

4
A

、，，，

ヴ

t
q
u
一

谷
い

治
Q
山

長

(m刷m
 

m
m
n
H
υ
 

m
R
υ
 

Q
M
1
i
 

噌

'i-
滋

鐙
氷

水
降

降

総

レ
い
い
い
じ

朝
日
ト
柏
戸、、，，

F

ん

L
W

風
水
台

風

Y

3
〉

エ
Juy 

，gt
、

ハ日、t

，r
n
H
V
 

F
h
υ
 

ハwυ'・A
phυ 

内

L

予主役降水滋 30四m
i目指i降水滋max.25mm/hr目

8mm/lOmin. 

針生降水滋 126冊目…9.21
208mm-9.25 

長治谷 131mm-9.21 
213罰冊一9.25

総降水量ま (自.22-26)
戸生 368叩踊， 長治谷 376問問

140cm 
炎治谷 240cm(max. 300cm -1.8) 
磁滋淡の附加(1.6-7)
137生 67ω，長治谷 85cm

33 (1958) 7.26 71'<f1j: p~主降水滋 132mm 軌道土砂崩終 1カ月rr，歩道橋流失8カj玩
11訓告111潟水~( 31.5mm (13-14h) 
総i降水滋 196mm(7.20-26) 
iお合谷降水滋 115m田
総降水滋 202冊酷 (7.20-26)

26 (951) 7. 11 71'<綴

28 (1953) 9.21-25水谷
03吟台風)

30 (]955) 1. 6-7大翁

4リL巡別機 lカ所，級選決壊2カグr，軌道
土砂崩滋5カグ「等

由良川橋，内杉橋流失，泌総W:，関谷橋
橋台及び1部員!流失，ヱ私巡，移L滋のj釘域12
カ j九二iニ砂崩~15カ所， t長滋のwl域及び
土砂崩務17カ所，歩道橋流失35カ所，長
治谷災腎施設，事務所構内の陸線考察の破
損数カ所，由良)11，内杉谷謎伴t負傷等

長治谷実?野総投，事務所構内の建物破損
数カ所

33 (1958) 9. 27 71'<eJ{; 1~1生降水滋 86冊目，炎治谷1l0mm 林道崩壊 lカ所 (60m)
(221，ザ合1m¥) 戸生総降水盛 234m田(9.22-28)

炎治谷 279mm 

31 (1959) 8. 13 水怒 邦生降水盤 307期間

( 7~台風) 11寺間降水滋 20間間以上 (]6-23h)
max彰 33.5冊目 (20-21h) 
総降水滋 387冊冊 (8.12-14)
自s.!!l1危険水{佼

34 (.1959) 9.26 水得 狩生降水滋 255mm
(l5-l手合Jilli，伊勢湾台風〉 総降水滋 325m開 (9.23-27)

35 (1960) 4 . 20 JmV;jJ 戸生|降水滋 33mm
総降水没 57mm(4.19-20) 

36 (1961) 9 . 16 成立水浴 戸生降水滋 83mm
(18-l手会Jill¥，第 2袋戸台風) 11年間降水縫 32.7m開(J4-15h)

総i降水滋 121mm(9.15-16) 

林道崩壊5カ所，こたl弘、崩終多数，自決)11
*流歩道橋流失3カf!)r(七肱大谷，校
谷)， :u主滋jお域多数 (1お良川本mW主巡の
1/3，下谷歩道の1/5通行不能)

由良)llti奇半壊，亦約四校橋流失，概念2
主子織の綴!出!流失，取滋，林道の崩壊;及び
土砂崩務11カ見rr
主j~務所構内の慾物!掛災li!Jl損 2 カ所

守主務所構内及び小慈作業所の建物l翠絞破
損3カ所，椴11担金倒壊， il!lt滋崩壊2カi凡
下谷歩滋橋流欠2カ所主事

10 (]965) 9. 10 風水容 長降水滋 84冊田 林道崩級2カ話ij'，事務所構内，長治谷実
i狩均閥附j降降y水k滋 2お5田胴田 (ω9:3ω0-1ω0: :10ω 湾努別J施也設のE建色物E屋喜
総11降l燦年恥y水'1<激縫 17叩01側1耳籾1m聞 (ω9.9-10ω ) 
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42 (1967) 10. 28 風水智子 芦生降水機 141mm
(34吟台風〉 総隊水滋 224mrn(10.27-29) 

43 (1968) 3. 2 大雪狩~t:絞怒 110cm
シーズン中機雷日83日
100cm以上278，150cm以上6日
max.173cm-2.17 

73生 3~総降水滋 308m悶
max.123rnrn-3.13 
j野生降水畿 145甜m…8.30

113蹄m-8.31
総降水畿 301叩m(8.29-仏1)

44 (1969) 4 水容
(融緩時〉

46 (1971) 8. 30-31水怒
(234号台風)

被怒のFE皮

由良)11橋半壊，樹念 11予橋総)闘ld花火 2
-号橋橋台主主磁の決場1，弥E柱橋橋会議磁の
i決機，歩道橋流失7カ所，林道崩壊7カ
所，林道，事IL滋の土砂崩滋9カ話1[，路間
伎食4カ所， f完治谷2定習施設の気象観測
施設等破損

林滋織機 1カ所，土砂崩落 1カ所

1'II滋邸機 lカ話1[

qYL巡崩壊 1カ街

林滋崩壊7カ所，性!良川織橋j際損傷

47 (1972) 1 . 25 樹怒怒 声金総降水;滋 200臨臨(1.10-17) 林道崩壊2カrrr
1~総降水滋 382問問
max. 67mm-1. 12 

47 (1972) 9 . 16 水議 資生降水滋 230rnm
(合Ell¥20吟) 総降水滋 271岡田 (9.13-20)

由良J1 1橋.>j~綴，林滋j溺域13カグr，軌道崩
壊1カpJr， 土砂、路j滋，路間佼食，倒*多
数

火蛍 狩~シーズン中積雪日 1158 事務所構内建物ffiJ駿1~策，林道崩壊 1 カ
100cm以上5313，150cm以上20臼 所

max.185cm…2.10 

長雨 戸寄生総降水滋 183期間 (6.18-30) 林道樹機 1カ月号
6月総降水;滋 334期間

max.53mrn…6.21 

49 (1974) 2 

53 (1978) 7. 3 

54 (1979) 9.30-1O.l風水容 戸生降水盛 106mm…9.30
(台風16号 105田m…10.1

総降水滋 211m田 (9.30-10.1)

林滋脱線2カf9i'，施主橋線l蜘綴{努，事務
所檎内の磁物j掛艮破損2カ汎 ffiJ*多数，
スギ巡林地崩壊 (0.104ha…i昭和47'砕機
栽〉

長雨 戸生 7J~総降水滋 560m田 林道ょう盟主jお機 1カ所

175叩副，長治谷 211臨問 林道樹綴5カ月1[，土砂IJil終5カ月1[

総降水鼠 (8.1-2)

戸生 237mm，1主治谷 269期間

59 (1984) 1 火管 )?f生シーズンqJ{設議日1251ヨ 林滋出壊，抱裂9カrrr
100cm以上68日， 150cm以上25臼 事務所構内，炎治幹実線施設建物23・'1民俗
持~t:.max. 199cm-2胃10，終索4.17
炎治谷 303cm…2.10，終翁4.28

本 III道は戸f1:， (須後)-tIJ合，林滋lま内杉林滋及び主主苦手林内林道，軌道1;1:)'芳生~七瀬である

55 (1980) 7 

57 (]982) 8町 l
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U~(搬の瓶詰!と考えられるが，家j磁の流失，倒壊， 1:長棋の破損などの悦党的iこ大きな災害がそtじた

場合，あるいは間生や周辺地域でよほど、の気象虫常{[I[となった場合を除いて，災得報告こ現れ

にくく，またこの閣の災害は!孔吉山国凶することも多いようである。

雨による災容は現釈にいたる 40余年間に 20{t!:ほど報告され， Eお良JlI橋が流失あるいは危険水

位に述し，林地，建物，胞i没に大きな披慌が生じている例は 6何24うる。由良)11改絡!どれによれば，

113良川!の掠準点福知IJIにおいて昭和 20年からl1i:IflJ53年までに腎'tlxA<{立を組えたのは 241U水，

そのうち大きな洪水は水位が舟¥¥，リ11買にφIIH手1128if9j=j，②!昭和i例年9月， @I昭和 47年 9月，

@I昭和 20年 10月，@昭和 34年 8月， @IIH和 40年 9月の 6出水である。 院生の大きな水容はそ

のうちの 5{L!:が一致し， 上位:6 {立に入らないi昭和例年のへスター台j民と続いて起こったi昭和 28

年の 13守合j誌は演営林に最大の被容をもたらした。

ヘスター台j説では，芦生締役IJ所の 7月初日の日降水設は 350mm， I繰り始めからの総降水滋

550 mmとなり， ともに観測史上の最大値である。)努抜では午前日時から 12時の11寺間持水鼠-は 90

mm， 1211寺から 511寺聞の平均n寺nn降水没は 50mmを記鋭した。午後になると急激に増水し始め，由

良)11本流筋では 13U寺頃に水{立が 3.9m (平水依 50cm) に述し， 1311寺から 30分のj討jに性u却11織

と内杉嬬の流失に続いて事務所掛内は瞬時にして泥海と化したという。この台風では，現:tEの策

JlllllJ内でも長Ll井村とりわけ声明生，佐々型地ほと，鵠習林にi燐織する福井県遠敷郡矢口三村(現論:の

名13JH::村)の染拡と虫谷，滋賀県高島郡朽木村に被擦が集中した。演留林の事務所構内では事務

所出除く建物，焔設の大部分は破壊され，被容は家j遣の流出 10棟，林内架設橋梁の流出 17カ所

(すべて)，車道(声叩出合)およひ伊軌道(舟生一七溺Dの崩壊37カ所， LLJ崩れ 50カ所(副総

3.5 ha) となった。しかし長治谷実現胞設では建物の被警はほとんどなかったようである2ト 31〉

4年後のu併IJ28年の 13号合J凪では，搾史観測所の 9月2413の日降水躍は 126mm， 9月 25[ヨ

に208mm，降り初めからの総陣水滋は 368mmとなり，由良JlIの最高水位は 2.0m，長治谷観測所

では総降水量は 376mmとなった。美山fIlT内で‘はへスター台風でほとんど被を受けなかった当時

の鶴ケi河村および知升:村知見谷や， ~ヒ桑 133鵠\}高山村の被ミ与が激誌であった。出管林では出良川崎

は流失し， 1相手捕は半壊し，軌道嫡流失 2カ所， 111選，軌道の崩壊 12カ所，土砂崩i端 15カ所，

山J却11，内杉谷議j苧の流失，損傷など再び大きな被害がもたらされた。しかし，前倒のへスター

合嵐ほどの被害とはならず彼|日もかったようである 11入ヘ
i現20にへスター台風n寺の林地， 河川の}剥j袋と出良Jl 1沿いの主な橋~の流失随所を示した。演

背林の施設が集中する事務所構内をLj:I心に考えると， 持 のJ:.l成部は[l1良川集7Jd或 (3600 ha) 

と， 内杉，椴谷集水域(1100ha) に分けられる。 i封良川立さ水域では， 上谷， 杉i謡曲iさに端を発

するは3良JlI本流のt設長河川良は約 21km，そのj原の海絞首jは700m (最高は三間岳の 959m)， 

務所構内との海抜高差:は 345mである。それに対し内杉， 11;(室谷集水域では河JlI長は約 8km， 

H語版I司法は 442m である。この海抜潟悲，河川|長の|諮{系から平均iiiJ í未勾配そ求めれば，内f~， j概

念谷集水域は河}II長が姫く，勾配は急、と考えられる。両集水域の上流でi司様の|焼防.~があったとき，

内杉おからの11¥7]<.は!手1.く水位の tJfr・も大きく，由良JIIの水位の上昇は遅れその変化は小さく多ほ

の雨水が長時間に及ぶことが予想される。すなわち，内杉，樹i守谷では災が起こり易く， 1お良

川では災が起こったときには1緩めて大きなものとなって現れると考えられる。

いては雨ほど大きな被容が現れていないが，老刊建物の倒壊，亀裂などが報たされてい

る。 l昭和 30{I:oの雪宮では前日からの多抵の|係怒が，昭和 49 にはシーズンLj:Jの議雪がそれぞれ

;~t~縛している。また，昭和 59 年の潔雪lI~jには林道，施設など多くの被害が生じている。そのよ

うなけiで1!l1f1l381f，61年 3月{こは炎LLIIIITI)すでも多くの守に'が報告され， その多くの被がスキf

i吉林水に対するものであったのしかし巧11寺樹首林には泣を
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なく，海抜がr~~:j t、た

めにす授も特く被は

ほとんどみられなかっ

fこO

j凪容については台風

などによる 1~1f.ドm との関

係が深くう〉けで考Jえる

ことがi色分となL、。 しか

しi昭和 25年のジェー

ン合lilit，1昭和 35年4

月の大風では建物の鼠

恨の破損が報告されて

いる。昭和 54年の 16

号台風では天然林にお

いてもj員住IJ木が数カ月rr
でみられた。またi昭和

54の災害ではスキの

風倒については熊によ

る幹のクマハギuliilfrの

LLi腹筋線
河熔筋線
流失橋梁

l 出合1議

1 fI伎鳩

3 諸1検橋

4 内杉檎

~ llJtUH11i: 

G 絞針械

1 #附錫符摘

，崎東符繍

9 .認lI!鳩

10'診泊繍

N
A
ι
i
i
 

品

-n陶

3km 2 O 

ヘスター合J1il.lによる被tJJほ120

!時桁部からの幹折れが多いことも報告されている。

4-2 災容と気象

降制による災訴はある短時間の降水鼓， 1峰り始めからの総降水降雨11寺I聞の長さに関係する

ように考えられる。 u併1122年から 63年までの降水地観iJliJデータIl-!O九l札口、から， 日降水捻が 100

mmを越えたとき， 1 mm/ E:10Jニの|海水:肢が 10[1以上続いたとき， 1海り始めからの総降水鼓が

200 mmを超えたときのデータを抽出し予 E11\'~水市:と総降水の関係を|ま121 にぷした。 また被害

の限度を 1)由設I11捕の流失あるいは危険水f:iL， 2)車道，林道，軌道のiliiJ乳 3 )建物，施設

の被害の 3段11誌に分けて訴した。

}常生観測所では日降水1設が 100酬を越えたとき

雨)は， この 42年間の観測JWl問r!Jに延べ 50問 1mm 

/El以上の降雨が 10El以上続いたとき(長雨)は 37

1l!1，降り始めからの総i海水殺が 200mmをil讃えたとき

(大雨)は 481冴(震被を含む)となり，それぞれ:if1 

101の頻度で訪れることになる。豪雨jは延期に，長I，mは
冬期に集中し年によって 6.7. 9月の榔|札秋樹脂に

もみられた。大雨は冬期の長雨， EI1UJの栴j将，

ともに訪れるが夏期jの場合が多かった。

このI~正日間水域が 200 mm以上をiilliJ!lJしたのは 711:1]

あり，そのI)q61月は113良JIlt認が流失，あるいは危険水

位となり，総降水i誌が 300mmを超えれば'fi在実に;たさな

災となるようであるo II1:iJj，林道，軌i立の崩壊はH

降水m100 mm以七総降水没 20010m以上のときに多発

。
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した。 Iヨi降水:詮 100mm未満で、崩壊が起こった昭

和 33 年 9 j:jの場合は，同生の 9 月の)~降水盤

は339mmであったが，長治谷では 9月初日の

EII!~水母は 110 丹1m月 r!~水裁は 439 mmとなり， Iお

良}II上流域に雨が集中したようである O また昭

和 5311"07月の場合は 6j:jの月i降水i創立 334mm， 

特に後半に集中的に降闘を記録し，昭和 55年

8 J~ の場合は 7 月の月降水盛が 560 酬で，とも

に長岡による影響と考えられる。総隙水iをが

200問mに満たない場合に被容が発生したi昭和 33

7月の場合はその程度は歩道橋の流失や軌道

の土砂崩落などで比較的被容は経徴と考えられ，

昭和 44年 4月の場合は 3月には最大積甥深は

1 m，日降水盤が 100慨を紹える致問が観測さ

れ，月1¥年水議が 300mmを超えた融雪期の被害で・あった。また冬期には日降水盤が 100棚に満たな

い場合でも，総i疎水畿は 200mm'2:越えることが多く，災害の発生頼度は比較的低いがその被害の

}京国については積雪量との関係が深し予想は難しいものとj忍われた。

また家鼠，施設などへの被擦については，日降水盛 100mm，総、i海水滋 200mm以下で‘も発生して

いる。

次に間観測期間の蛍に関するデータ1)-¥0川川7)から， 積雪深 100cm以上の日数とそのシーズンの

最大積雪深の関係を凶 22に示した。ここでは翁による被害の程度を 1)議選，林道の崩壊， 2) 

建物被害の 2つに分けて示した。

100 cmを組えたのは期間中に 24閉 2年に 1J支の割合となった。その内 150cmを随え

たのは 41凪 100 CJU以上の穣'請が訪日をs讃えたのは 71到であった。 最大積雪深が 150cmを組え

た場合に林道， 軌i謹では崩壊がみられ， 185αnを超え 100cm以上の総'需が 50日を越えると建物

の損傷もみられ被害が大きくなった。 I昭和 30年には最大積常深は 145CJUであったが， 100 CJU以

日数は 25日となり， 建物に被害が発生している。被害が発生した日の前臼から

i架の増加は芦生 63CJU長治B-85 cmとなり，長治谷では前後 21ヨ1mに 135CJUの増加となったο

観測所では積雪深の増加が 60cmを超えることは観測期間中に 8@と極めて希な現象である。こ

のような場合には積雪期間が長いことに加え，多;鐙の降雪によって建物の|徐が聞に合わないう

ちに被容が発引ミしたものと考えられる。

以上降水量，積雪と災害の関係について述べてきたが， この 2つの閣に現れない災議があるo

H併[126年の 7月の水害，昭和 35年の!武者，昭和 36，40年の脱水容であるo 1昭和 26年の場合は

芦生観測所のお降水は 30mmと多くないが， H寺1m降水識は 25mm， 10分間に 8mmの持水殻が

あったと記録されているo j~fì閥iJllJïfrで‘は予i){lJできない地域的に蹴った襲中滋舗が林内で生じた

と考えられる。 後者の 3つについては，それぞれ被替の内容に建物路蝦破損とあり， 1続雨はあっ

ても嵐による被害が大きかったものと目、われる。

}町1::.の気恕災害l討mの場合， FI降水滋が 100mm，総降水量が 200ml誌を越えると林滋，車道，軌

よ首に災が起こり劫く， 1ヨ降水f設が 200mm，総降水識が 300mmを越えると被害が大きかった。

については品大積雪深 150cm， 100 cmPLt.の積!設日数が 20EIを趨えるとi邸各， 建物に被害が現

れはじめ， 最大積対深 185CJU， 100 cm以上の般日数が 50日をこえると被寄が大きくなった。

服の被害については義h!ij[lJデータがないため明らかでなかった。気象災害は，災協の発生状況や気

腿

J!l滋，林i誼泌掛i
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象条件を的li在lこJ担保することは難しし、。災得を予測する意味からも今後さらに鋭11羽田川の， また

f*内各所の降水脳竺?などのデータの集積が必裂と考・えられる。

4-3 防災と気象

昭和 24年， 28:I:.ドの 21支・の大きな水怒をi湿して，京都府では由良)11水系のi得水最，積雪深， 水

位などの7)<文調査ぞ開始し(表 1)2'¥建設省によって主に山良川流域の河川の改修，防災工事

などが積極{内に行われるようになった制。演習林においても，由良)11，内杉谷の護岸工事，内杉

橋のコンクリート矯への改修が行われた。 dらに昭和 34年の 21支の水替の後，昭和 38年にはE13

良)11鴇，赤崎間谷橋の改修，昭和 38年から 41年には芦生一出合の車道，内杉， 1緩殺ブ1聞の林道

橋が水橋からコンクリート構に代わり，昭和初年， 47主f-の由良J11矯の半壊によって， この軌道

橋も昭和 48年にコンクリート織になった。また昭和 53年には京都府によって内杉谷に{沙l¥1jf挺堤
が建設された。近年，演習林内の林道についてら横断排水溝，側溝などの整備が行われ，このよ

うな防災総投が被容の恕皮そ小さくしているものと考えられる。

一方， ここ 15年間には日i海水盛が 200mmに迷するような降下ruは観測されていなL、。しかし

100 mm/日を艇えた昭和 54年と 57年の災援11告には事務所構内のm*mでは浸水が始まり， さらに

大きな災替が発生する可能性を有していた。このような危険な状態は，間生では数年に 11慌の確

本で訪れる。 1演習林内のな橋梁はコンクリート橋となったが，ヘスター台風では当時コンク

リート様であったIII合橋は 100m下流に押し流されている九現夜ある防災総設を含む流域管銀

について検討しておく必嬰があろう。ヘスター合嵐を体験した問弁31)は，林地の崩壊と河川のm
j監館所が尚生の中では由良)11の1マ流域むしろ簡潔林外に集中した点について，戦前期の蹴努林の

施業がは=t良JII*流沿いの小泊1簡の薪炭林施業がiわ心品}で， 戦時中の小野子谷の軍用ブナの伐採を

除いて大面積の伐採， iit林が行-われず天然林が多かった，それにたiし，下部の灰野以下の民地で

はi農林地が多くそこに被害が集中した，と述べている。また森林の取扱いについては， 11際通りの

森林はなるべく伐採しない， iiま{えは小面積施業とする，人工林の法林地静えに25たっては iご主主の

全刈りはやめる，純林より混交林が災害に対する防止力をもっていることなどを強調し，防災聞

から芦~における天然林施撲の盤裂性を説いている。 当時に比べると演習林内では多くの林道が

開設され倒木i也も増加し， 特に造林地については災犠時に崩壊が生じ易いu齢 20年までの造

林地が多い川引。伐木柴連材については，昭和 20年と昭和 24年の災者H寺に流水の衝突によって

披容を大きくしたと報告されている集述材11寺の流送!.o，:H}は行われなくなり，軌道，林道，家避に

よって行われるようになった。しかし，伐木，集運科i機の機械化，大型化，そして効準化によっ

て築材線下の残存木や林地の損傷も多くなってきた。林道については，ヘスター台風11寺の天然、林

の崩壊箇所(関 20) とその後の林道，林地の崩壊，危険儲所は多くの地点で一致しているο 投

計段階においては過去の災者簡所との検討，安定均配，路船長と横断排水溝のi渇係lへまた開設，

管盟にあたっては土砂の取り扱い，のり間，捨:bM聞の植生i窃後初川¥側溝，路間補11華などに細

心の配騒が必夜ーであろう。建物なと‘の胞設についても今後，気象とi由形を考路:した設計が望まれ，

常EI頃からの防災体制の強化が必要である。

あとがき

F先日二捕智林で行われてきた 70年の気象続iJllJについて述べてきたが，生の気象は冬の雪， 降

水ほの多さに代表される。しかしがi1当日本で行われてきた試象観iJllJが精度，測定えiili(主にIJ界11寺

実1])の|百iで長期的に他の気象観iJliJ所のものと比較することが司能になってきたのはここ 10数年
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であると言わざるそ得な~'0 ~';:'阪では i:D1狩林の試験研究の tlJ心となる泌，!柱部葉樹林抱;内の気象に

ついては戦中戦後の欠剖IJが多い，とりわけlim雪ほの蹴iJtiJに精度が低い測定機器による観測備を用

いなければならなかった。今後気象機器の強備によってさらに正倣!な1miJliJ ~ili果が導かれることを

埠mi:している。
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Resume 

1) Meteorological data of air temperature， humidity， precipitation and snow 

cover， which have observed in Kyoto University Forest of Ashiu located at northcrn 

east part of Kyoto Prefccturc for 70 years wcre analyzed. 

2) The average annual temperature at 9 0' clock was 11.0oC with the average ex構

treme maximum tempcrature針。'Cin summer and thc average extreme minimum 

temperature lOoC in winter; the average annual humidity at 9 0' clock was 83 %; 

the average precipitation was 2370 mm with 173 days above 1 mm / day a year; the 

average annual maximum depth of snow cover was 108 cm with 88 days of snow 

cover above 1 cm in winter in Ashiu observation station at 363 m above sea level. 

3) Observed values of Ashiu were 40C lower in the average annual temperature， 

1 oC lower in the extreme maximum temperature in summer and 50C lower in the 

extreme minimum temperature in winter; above 10% higher in the average annual 

humidity; 800 mm more in the average precipitation a year than that of Kyoto Un・e

iversity Experimental Forest Station on the Campus， which was located in Kyoto 

City and about 30 km distance from Ashiu in a straight line towards the south. And 

it has scarcely snown in a period of observation there. 

4) Observed valu巴sof Chojidani observation station at 640 m above sea level， 

which was about 5 km distance from Ashiu towards the north were 2 oC lower in 

the average annual temp己ratureat 10 0' clock， 50C lower in the average extreme 

maximum temp巴raturein summer and 40C lower in the average extreme minimum 

temperature; 50 mm / month more in wint巴rand 400閉mmor・ea year in the average 

pr巴cipitation;40 days of snow cover with the annual maximum snow depth above 

200 cm more than that of Ashiu observation station. 

5) Observed values of Ashiu were lower in the average annual temperature and 

more in thc average precipitation and in the snow cover than that of any ob-

servation by Kyoto meteorological observatory in Kyoto Prefecture. The average 

annual temperature was 20C lower， the precipitation was 400 mm more a year and 

snow cover was 80 cm more than that of Miyama observation station， which was 

about 15 km clistance from Ashiu towards the west at 200 m abov邑 sealevel. 

6) Many peculiar clata were observed， for example heavy or long rain and snow 

in Ashiu. Ashiu has often suffered fr刀m many disasters espccialy caused by heavy 

rain in' summer in a period of obs 




